










要約:神奈川県における人口べースの先天異常モニタリングは既に 10 年の歴史がある。最

近 2 年間の調査結果では、年間観察数は 4 万例で奇形児頻度は 1%である。無脳症や Down

症候群の発生が減少傾向にある。妊娠中の放射線被曝は児の奇形発生頻度を若干高める可

能性がある。一方妊娠中の VDT 業務と奇形発生の関連性は見いだせなかった。しかし例数

が少ないので、さらに検討を続けたい。 


